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¨ 在独邦人42,000人（国別9位）

¨ 65歳以上は 3.800人（９％）

¨ 移住は1950年代以降

¨ 留学、結婚、就業 → 永住（主に西ドイツ）

¨ 一都市集中ではなく、デュッセルドルフ、ミュンヘン、ベルリン
など一部の都市を除いては、ドイツ中に分散して居住

¨ 家族環境（国際結婚、ドイツ語を母語とする子ども）や
仕事上、 ドイツ語ができなければ生活できない

→ 加齢と共にドイツ語能力低下、認知症を発症して完全喪失も

ドイツの邦人高齢者



ドイツの邦⼈⾼齢者⽀援活動

活動主体

¨ 邦人の高齢化を見据えた相互支援
/互助のための公益法人が、2001
年以降、各地（ミュンヘン、フランク
フルト、デュッセルドルフ、ハイデル
ベルク、シュトットガルト、ハンブル
ク）で設立。

¨ デーヤックは2012年、全国組織の、
支援を会員に限定しない「他助団
体」として設立。

活動内容

¨ 相談
¨ 支援（会員間、あるいは有資格ボラン
ティアによる）

¨ 認知症サポーター養成講座・チーム
オレンジ

¨ 情報収集・配信（ドイツの高齢者福祉、
介護、法的備えなどなど）

→ 全会共催でオンラインも
¨ 各地のネットワークづくり（会員間、
ドイツの専門団体と）
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問題点
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¨ 認知症や介護といった専門的支援が必要になった場合の、母語でのリソース不足

¤ 絶対数の少なさ・多極（地方）分散から、日本人専門施設が成立しない

¤ 日本人専門職（介護、医療、福祉）の不足

¤ ニーズが上昇し、互助やボランティアだけでは支えきれない

¤ 互助団体の高齢化

¨ 友の会などのコミュニティに所属しない、孤立した邦人へのアウトリーチ

¨ ドイツの介護における深刻な人手不足 → サービスの悪化 → 日本への永住帰国
という選択肢



今後の課題
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¨ 永住帰国を精査するための情報収集

¨ 遠距離介護支援に関する情報収集

¨ 母語支援者（専門職・ボランティア）の獲得

¨ コミュニティに属さない邦人、高齢者問題に向き合ってこなかった邦人につながるた
めの、ネットワークの拡大（日本人会、独日協会との協力）

¨ 「前倒し」支援

¤ 認知症や独居者への早期支援を目指す「チームオレンジ」の推進

¤ 日独語対応「備えノート」（エンディングノート）の更なる普及
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チームコーディネータ－ 
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チームオレンジ・ドイツイメージ図 
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